







力大内氏の氏寺 して知られ、比較的多くの中世文書を今日に伝えている。ところが残念ながら、絵画や差図の類 史料については伝わらな ことから、視覚的イメージを補うためには、後 の絵画的史料の援用も求められる。従来そのような史料として 明治期に描かれた氷上山興隆寺絵図などの存在が知られてい が
（２）
、このほか
に、 未紹介 近世氷上山関係差図が十一点も伝わるこ が判明した。そこで拙稿「周防国氷上山興隆寺 境内絵図と差図」 （以下前稿と略記）ではそれらを紹介すると もに 各差図の成立時期を七期に大別しながら推定した
（３）
。なかでも上述の両図は、最古かつ最大規模
























いた「真光院差図」を上とし、南側を描いた「宝乗坊差図」を下として全体像を捉え直した（写真１および図１参照） 。縦横の表記もこれに基づく。そこでまずは両図 書誌情報 紹介した後、こ 全体像を六区画に大別し、上部から順をおってそれぞれ一枚な しは複数枚の部分写真と各解説図を付しながら、若干の検討を加えることとする。一、両図の書誌情報　
両図のうち「真光院差図」の装訂は、後補のくるみ表紙を付した
畳物一舗（折り畳み縦二六・七センチ、横一九・九センチ）となている。右の表紙の前側左上に付さ た題簽（素紙）には、 「真光院之図〈山口氷上〉 」と記す。これを広げると、楮 打紙十四紙からなる続紙一枚（裏打あり） なっており、法量は最 縦一九六・七センチ、最大幅七九・三センチ。図中上端に付された題簽（黄染
紙）には左側（西方）から「真光院」と記す。　
つぎに「宝乗坊差図」の装訂は、後補表紙を前後一枚ずつ付した








追加情報が示されている。とりわけ本坊の南門（台所門）内の右手にあった塀と内門のあたりについては、後述 ような改修がなされたと見られ、この改修情報を朱書・墨書で記した貼紙には、貼り合わせ目の割印として、同一印面の黒印が上端と下端の二箇所に押捺されている。これ 同じ黒印は、 「コモリ所」 （籠所） の裏側 （東側にも割印として上下に半面ずつ残るが、その間にあったと見られる貼紙は失わ らのほか、小さな付箋や貼紙による修正箇所は下宮・本堂・宝乗坊にあり、本堂の東側には貼紙の一枚分が剥落した（あるいは剥がされた）形跡も残る。　
なおこの両図には、一部に線描のみの建物や、当時実在したはず













の調査に際して、不動水遺構 して石敷と石組が確認され 遺構についてはその推定地とされる平坦面とその西面石垣とが確認されている。しかしいずれも、この両図 存在 知られていなかった段階の調査であったことから、将来的には、両図を踏まえた再調査が必要となるだろう。　
これら三遺構の位置関係については、右の報告書で地形図上に示
されている（図３参照） この実際 距離感 踏まえると、 「真光院差図」に見え 建物間の相互間隔につ ては 実際よりも距離を縮
一〇九
めて描かれた様子が窺える。同様のことは、両図にわたって他の部分でも生じていると考えられ ため、他の建物跡の現地比定を試みる場合に この点に留意する必要がある。なお三遺構と差図との比較については後述した 。（２）下宮とその周辺　
両図の第二区として、第一区の左下に続く妙見社下宮周辺部分を
「真光院差図」から抜粋し、写真３に掲載した。図６はそのトレース図である。　
このあたりには、妙見社の下宮、境内末社の愛宕社 ・ 三十番神祠 ・
八幡神祠、そして閼伽井と石鳥居、以上の六施設が描かれており、やはりこれほど詳細な差図は他見がない。下宮と境内末社の位置関係については、 上述の興隆寺境内絵図 よっ 概ね知られていたが、本堂裏の閼伽井を描いたものは他見がない。これら うち下宮跡のみに関しては、 上述の報告書において現地比定が試みられ いるが、その妥当性の再検討や、他の遺構 含めた現地比定 今後の課題である。それぞれの遺構との関係については後述した 。（３）本堂および能舞台の周辺　
両図の第三区として、第二区の右下に続く本堂および能舞台周辺
部分を「真光院差図」から抜粋 た上で、まずは本堂 たりを写真４に、ついでその南面に位置する能舞台周辺部分を写真５ それ
ぞれ掲載した。図７と図９はそれぞれのトレース図である。　
このあたりには、本堂釈迦堂、能舞台とその橋掛と楽屋、雪隠、










































































尺」 「梁行壱丈六寸」という本殿規模は、本来六基あったと見られる礎石のうち二基を欠く中央礎石群の と一致する（図２・４・５参照） 。このことから、右の中央礎石群こそが 同図に描かれような本殿の「格子戸」 奥の空間、すなわち「板縁」と朱塗扉
の奥の「神檀」を支えていたと考えられる。また右の中央礎石群の北側と南側に並ぶ礎石列は、本殿左右の切縁を支えていたと考えられ、逆にこの礎石の間隔から考えると、同図に見える切縁は約三尺幅と推測できる。従って、これまで本殿の後側 「廻廊部」と見られていた小ぶりの礎石列については、同図にみえる「板包」遺構の一部として捉え直すことができる。　
以上から考えると、同図と現存礎石群は、構造と規模の面ではほ
ぼ一致する様子が窺える。 もし実態としても両者が一致するならば、現存礎石群は、少なく も同図が描かれた十八世紀初頭前後 時期まで遡る遺構とな 。但し、中央礎石群 周囲 地下 別の礎石群・柱穴群が出土する可能性も残されてい ため、結論については将来の本格的調査に委ねたい　
ところで上述の調査時には、礎石群の合間で試掘されたトレンチ













ろが、上述の発掘において調査対象とされた本殿前石段下の平坦面はとても狭く、そのような規模の建物があったとは想定しづらく、実際、ここから建物跡 遺構は確認されなかった。そこで改めて現地を踏査したところ、発掘対象の範囲外とな た北側に まだ平坦面が奥に続いているようであり、とりわけ本殿跡を囲む石垣を越えた北側にも、本殿跡 同じ比高 台地状平坦面がまだ続いている（図５参照） 。　
以上の所見から考えると、中世段階の上宮遺構は、この北側区域






いっぽう同図によれば、 上宮の 「木鳥居」 については、 その幅が 「八










いたと考えられ、参道側の西面南側 開く戸より入る構造 なっいたと見られる。南側の板敷 間には、三口 竈と見られるものが描かれており、ここで湯などを沸かしていたのであろう。北側の板敷の間には、北奥に壇が設けられており、ここに護法神祠が安置されていた可能性が考えられる。  なお上述のように、同図に描かれた籠所の奥側（東面）には、貼
紙が剥落した痕跡がある。恐 くこ 貼紙は、ここに記され 瓦葺の庇に関する注記を抹消しようとしたものか あるいはそこを何らかの形に改修した後の情報を書き加えようとしたも か、いずれかであろう。なお籠所のこ 段階の屋根は、基本的には篠葺となっているが、右 ように庇部分には瓦が使用されている か 、現地で瓦が出土する可能性 高い。
（３）下宮やその周辺の遺構との関係　「真光院差図」に見える下宮（写真３）については、 いわゆる「楼拝殿」という山口周辺の社殿で特徴的に見られる楼門状の拝殿を伴っている。これは、現在地に移転して鎮座する妙見社の社殿の構造と酷似している。このことから、現存する妙 社の社殿は、下宮を継承した建築遺構と考えられる。　なお同図によれば、この下宮の東側、八幡神祠の更に東側に小さ




の水を汲んで仏前の閼伽と ていたと う 上述の通り、こ 閼伽井を描いたものは同図 ほかに他見がな 。しかもこ 井戸は 地中深く掘りこまれていたと考えら ることから、発掘調査によってこの遺構が検出される可能性は高い。この所在が確認されれば、周辺の諸施設、とりわけ本堂跡の現地比定に際して重要な指標となるだろう。今後の調査に期待したい。　
また同図によれば、閼伽井の右上、釈迦堂から見れば真後にあた






妙見社」 の条によれば、 「上宮」 に関して 「宝殿」 「木鳥居」 「不動水」「籠所」の記述と共に、 「石鳥居〈向四尺〉 」という記述がある。これによれば、あたかも山道を登った籠所の近くにあったようにも一見思えるが、上述し 明治期の興隆寺境内絵図によれば、本堂裏の山麓のあたりに鳥居のよう のが描かれている。後者 注目すれば、この小規模な石 は、籠所側ではなく麓側、すなわち本堂の裏から上宮へと向かう参道の登り口にあった可能性が考えられる。（４）本堂の移築建物 能舞台　
氷上山の本堂の釈迦堂については、明治十五年（一八八二）にこ












真５）は、その構造から見ると明らかに能舞台であり、しかも北向きに建てられていた様子が窺え 。もちろんこの向きは、本尊の諸仏や北方に鎮座する妙見神に対する奉納を本旨としたためであろう。ここで能が演じられた際には、本堂はその観覧の めの正面席や中正面席としても利用さ と考えられる。こ 能舞台の前身となる中世段階の舞童用の舞台についても、恐らく同様 ありようが想定できる。（５）本坊の改修と氷上山境内の湯殿　
上述のように、 「宝乗坊差図」に描かれた本坊には、改修がおこ




いつしか右の瓦葺塀が撤去されて板壁に改められ、この板壁 北側に沿って東側から、まず湯殿、その西隣に一人分 雪隠、更にそ西隣 は一人分の小便所が設けられた様子 窺える（図
13） 。以前
に描かれていた独立棟の雪隠が貼紙下に隠されている様子から、湯殿の脇にこ が移設され、そのうち一人分が小便所に改められたと考えられる。なお、板壁の南側に設置された腰懸は、恐らく右の湯殿に入ろうとする人々のために設けられた待合所と考えられる。その西側の式台近くに開いてい 門は、 規模を縮小して 「 門」 となっている。湯殿に向かう人々は、恐らくこの門から入って右に折れ小便所と雪隠の前の「土地」＝土間を通過したことであろう。　
要するに右の改修は、湯殿の新設が主旨だったと考えられる。な




















計四箇所に描かれている。一つ目 能舞台楽屋裏 雪隠（写真５） 、二つ目は前節で明らかにした本坊内の中庭にあった移設前の雪隠（写真８） 、三つ目は本坊湯殿の西隣に移設された雪隠（写真９） 、そして四つ目は宝乗坊の雪隠である（写真
10） 。このような氷上山





いることから、ここにそ 旨の注記がなくとも雪隠だと判明す広さの詳細は不明だが、描かれた実寸で比較すると、能舞台楽屋裏の雪隠の縦横とほぼ相前後するサイズで描かれてい 。 上述の通り、本坊内の湯殿 新設に伴って 右の独立棟 雪隠が湯殿の隣に移設され、 その片側が小便所に改められた。この広さの詳細も不明だが、描かれた実寸で比較す と、 移設によって規模が縮小した感がある。　
いっぽう、宝乗坊の奥に描かれた「御湯殿」付近を見ると、その















されてこなかった現状は極めて危うい。実態解明が充分になされぬまま、 「何も残っていない」と見なされ、遺跡としての価値が軽視され、破壊につながるよう 悪循環は回避せねばなるまい。本稿今後の調査や保護の一助となればと切望する次第である。  今後の課題としては、前稿で論じ残した旧境内北部について、諸
堂社跡の現地比定を検討しており、本稿はその前提作業でもあった。かつて当該範囲にあった東照宮については両図に描かれていないため、本稿では触れられなかったが、旧 堂建物と同様にこの建物も移築されて現存する（山口市築山神社） 。そこでこ 東照宮の再検討 おこなった上 、旧境内北部の建物群や塀に関する具体的な規模を踏まえ、機会を改めて現地比定案を明らかにした 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）山口県立山口県文書館蔵毛利家文庫五八絵図一〇六六、真光
院差図、および同絵図一〇六七、宝乗坊差図。
（２）河野通毅編（旧大内村委嘱） 『大内村誌』 （大 公民館、一九
五八年、のちマツノ書店より一九八八年復刻） 。平瀬直樹「大内氏の妙見信仰と興隆寺二月会」 （ 『山口県文書館研究紀要』一七、 一九九〇年） 、 拙稿「周防国氷上山興隆寺の境内絵 と差図」（中野玄三・加須屋誠・上川通夫編『方法としての仏教文化史―ヒト ・ モノ ・ イメージの歴史学』勉誠出版、 二〇一〇年）参照。
（３）前掲註（２）拙稿。
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院差図 ・ 宝乗坊差図の撮影許可と掲載許可の御高配を賜った。また山口市教育委員会および同文化財保護課、龍福寺御住職林達哉氏、 高橋好夫氏には、 図版転載許可の御高配を賜った。記して謝意を表したい。
一二〇
写真１　真光院差図と宝乗坊差図
一二一
図１　真光院差図と宝乗坊差図（写真１）解説
一二二
写真２　妙見社上宮周辺部分図
図２　妙見社上宮周辺部分図（写真２）解説
（濃い網掛は褐色箇所、薄い網掛は黄色箇所、以下同じ）
一二三
図３　妙見社上宮周辺の遺構配置
備考：『大内氏遺跡関連分布調査』付図１「興隆寺址推定地」（山口市教育委員会提供）に加筆
一二四
図４　上宮の遺構
備考：『大内氏遺跡関連分布調査』所収第２図より転載（山口市教育委員会提供）
図５　上宮遺構と「真光院差図」（図４に復元案を加筆）
神
壇
木
鳥
居
一二五
写真３　妙見社下宮周辺部分図
図６　妙見社下宮周辺部分図（写真３）解説
一二六
写真４　本堂釈迦堂部分図
一二七
図７　本堂釈迦堂部分図（写真４）解説
一二八
図８　龍福寺本堂と「真光院差図」
備考：上図は2006年山口市教育委員会文化財保護課主催「重要文化財龍福寺本
堂保存修理現場見学会」配布資料より転載（龍福寺提供）。
下図はこれに加筆（図７に基づき、黒丸・実線・点線・網掛部分を加えた）。
一二九
写真５　舞台周辺部分図
一三〇
図９　舞台周辺部分図（写真５）解説
一三一
写真６　本坊部分図
備考：上部は真光院差図の一部、下部は宝乗坊差図の一部
一三二
図10　本坊部分図（写真６）解説
（但し貼紙修正以前の旧状）
平中門
一三三
写真７　本坊北部拡大図
一三四
図11　本坊北部拡大図（写真７）解説
一三五
写真８　本坊南門内部分図の修正前
（貼紙で覆われた筆跡の一部を透過したところ）
一三六
図12　本坊南門内部分図の修正前（写真８）解説
一三七
写真９　本坊南門内部分図の修正後
一三八
図13　本坊南門内部分図の修正後（写真９）解説
（灰色線は原図の朱書部分）
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写真11　仁王門周辺部分図
図15　仁王門周辺部分図（写真11）解説
一四二
写
真
12　
山
王
社
部
分
図
一四三
図
16　
山
王
社
部
分
図
（
写
真
12）
解
説
一四四
写真13　法界門部分図
図17　法界門部分図（写真12）解説
一四五
